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 「生態の時間」と「進化の時間」の収斂：生態過程としての迅速な進化

吉田　丈人　YOSHIDA Takehito

東京大学　総合文化研究科　広域システム科学系

近年、様々な生物において生態学的に重要な形質が素早く進化する例が報告されている。形質
の迅速な進化は、それらが関わる生物間相互作用に影響を与える可能性がある。このような迅
速な進化が至るところで見られるなら、生態的現象の時間スケールと進化的現象のそれとは大
きく異なるという、これまでの概念を見直さなければならない。これまで、進化速度の「速
さ」は形質の進化速度そのものを用いて判断されてきた。しかし、生態学にとっては、進化速
度の大小よりも、むしろ進化が生態学的現象に与える影響の大きさがより重要になるだろう。
そこで、生態学的現象に少なからずの影響を与える遺伝的変化を「迅速な進化」と呼ぶことを
提案する。
　進化的現象と生態的現象が緊密に関係している例として、ワムシと藻類からなる捕食者-被食
者系を使った私達の研究を紹介する。様々な手法を用いた一連の研究により、室内実験で観測
されたこの系の個体群動態（生態的現象）を説明するには、捕食-被食の関係や齢構造といった
生態的メカニズムだけでなく、餌藻類の形質（捕食防衛と競争能力）における迅速な進化が重
要なメカニズムとして働くことがわかった。進化的現象が生態的現象に影響を与えることを示
した研究例を他にも紹介して、生態過程としての迅速な進化を説明したい。

東京大学　総合文化研究科　広域システム科学系　吉田研究室
http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/yoshidalab/0428E67C-42F0-4ADA-9E9F-1DB6DEA94CFE.html

理学部IV号館4260教室
大学院講義「生態学特論Ⅰ（風呂田教授）」に引き続き行います．
詳細はTREE seminarウェブサイトhttp://d.hatena.ne.jp/castaneacrenata/をご覧下さい．
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